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　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・文学部教務委員会、文学部企画委員会、学生相談員
・考古学研究会、バトミントンサークル、ボーリングサークル顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

1978年３月　奈良大学文学部史学科　卒業

文学士

日本考古学、博物館学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
平成29年度は、前年度に引き続き日韓の窯業遺跡について調査、資料収集を行う。韓
国を２回訪れて、資料調査を行った。国内においては韓式系土器研究会への参加をは
じめとして、初期須恵器や韓式土器の調査を実施した。その一部を論文にまとめた。

大学院博士後期課
程担当科目

通信教育部担当科
目

・文化財学講読Ⅰ
・博物館概論
・博物館実習
・卒業論文

平　成　２９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会、日本文化財科学会、考古学研究会、日本エコミュージアム研究会、
日本ミュージアムマネージメント学会、全日本博物館学会、遺跡学会

古墳時代手工業生産の展開、韓国窯業史の調査、歴史（遺跡）博物館の動向

文化財学科海外研修旅行を企画・実施し、引率した。東アジアの文化や日中関係を学
習し、国際性を養う目的で、中国西安・洛陽の文化遺産を訪ねた。25名の学生が参加
し、現地の遺跡や博物館見学し適時指導した。また、協定校である陝西師範大学も表
敬訪問し、交流を深めた。

・日本文化財科学会評議委員、
・兵庫県丹波市文化財保護審議会委員
・丹波市歴史民俗資料館運営委員会委員
・全国大学博物館学講座協議会西日本部会部会長

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

授業科目

学部担当科目

・文化財博物館学講読Ⅱ
・考古学演習Ⅰ～Ⅳ
・文化財博物館学Ⅰ～Ⅳ
・考古学特殊講義
・博物館概論
・博物館資料保存論
・博物館実習Ⅰ
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文化財学科で実施した海外研修旅行
の報告書を編集し刊行した。植野は
「変貌する西安の文化遺産と博物
館」を執筆し、今日の中国の状況に
ついて整理した。
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